
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．営業・輸送概況 

 

【運輸取扱収入（速報値）】 

まず営業・輸送概況です。 

収入ですが、１０月は前年比で１０５．７％、１１月は２１日までで１０７．７％です。 

 

 

 

 

 

 

【新幹線・在来線特急・近畿圏のご利用状況（速報値）】 

次に、ご利用状況ですが、山陽新幹線は、１０月が前年比で１０１％、１１月が２１日までで１０５％、近畿

圏は、１０月が１０４％、１１月が２１日までで１０３％です。 

１０月および１１月は、連休を中心に多くのお客様にご利用いただいており、おおむね昨年を上回る実績で推

移しております。 

引き続き、鉄道の安全・安定輸送を基盤に、国内外のお客様が西日本エリアを快適に、ご利用いただけるよう

取り組んでいきたいと思います。 
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２. 大阪・関西万博に向けた JR 西日本グループの取り組み  
 

次に、大阪・関西万博に向けた当社グループの取り組みについてご紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪・関西万博の開幕が近づいてまいりました。 

開催地を事業エリアとする当社も、その準備を進めているところでございます。全国の方々に万博への関

心や期待をより高めていただけるよう私どもも取り組んでいきたいと思います。 

万博の開催により、国内外からたいへん多くのお客様が大阪・関西を訪れ、当社グループにとっても重要

な機会となります。 

私どもは３つの観点で取り組みを進め、万博の成功に貢献していきたいと考えています。 

１点目は、万博輸送を支える交通事業者として、来場される方々の輸送の責務を果たすとともに、万博の

波及効果の最大化に努めてまいりたいと思います。 

２点目は、万博を契機に、将来に向けた価値提供の基盤づくりとして、ＪＲ ＷＥＳＴ ＬＡＢＯや関西 

ＭａａＳといったデジタル技術を活用した、今までにない体験や空間を提供していくことに取り組んでい

きます。 

３点目としましては、ＪＲ西日本グループの様々なアセットを活用し、さまざまなＰＲを行うことで機運

醸成を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



これらの中から、「来場者輸送」と「広域波及」についての取り組みをご紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「来場者輸送」については、新大阪駅から桜島駅までの直通臨時列車の運転に加え、乗換駅である西九条

駅、弁天町駅および桜島駅などの整備に約１００億円の投資を行い、駅の機能向上、安全性や利便性の向上

を進めています。 

こうしたハード整備はもちろんのこと、混雑時の案内誘導や大型手荷物対応などについても、具体的に検

討を進めているところです。 

次に、「広域波及」についてです。鉄道事業を中心に西日本エリアの皆さまとともに歩んでいる私どもとし

て、当社は広域周遊の需要創出に取り組むことで、万博開催効果を広域に波及させ、西日本エリア全体の認

知向上に貢献できればと考えています。 

万博の来場を機に、プラスワンのご旅行に繋げていただけるよう、自治体等と連携して観光ＰＲのほか、

魅力ある旅行商品や企画乗車券の販売などにも取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３. 万博アクセスルートでのお出迎え 

 
ここからは、今回新たにご紹介する取り組みとして、万博アクセスルートでのお出迎えについて、ご紹介

をさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新幹線を利用して遠方から万博へお越しの場合、新大阪駅から桜島駅まで鉄道を利用していただき、桜島

駅からはシャトルバスに乗り換えて会場に向かうルートがございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このようなモニタリング保全を実施するために「MiyoCca（見よっか）」と総称するシステムを導入しま 

 

この桜島駅については、安全でスムーズにご利用いただけるよう、万博の開催中は、ホーム終端部に新た

な通路および臨時改札を整備することにしています。 

 

 



新たな通路については、木造とすることで地球環境にも配慮し、また、万博閉幕後には解体してベンチへ

転用するといった循環型社会の要請に応えていきたいと思っています。 

さらに、臨時改札の空間では、万博に向かわれる皆さまの気持ちを高めていただけるよう、複数枚のシー

スルーＬＥＤパネルを用いて万博をイメージする映像を投影いたします。 

シースルーＬＥＤは、多様な表現を楽しめる先進的なディスプレイです。複数のＬＥＤパネルを組み合わ

せて表現できる壮大かつ一体感のある演出を行う予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、新大阪から桜島を直通して運転する３２３系電車の２編成で、「ＪＲ ＷＥＳＴ Ｐａｒａｄｅ  

Ｔｒａｉｎ」を運行いたします。 

これらの編成の１号車では、車体ラッピングと車内空間の演出をおこないます。 

車体ラッピングについては、オープンカーでパレードに参加するワクワク感を表現しています。 

そして、車内空間の演出については、客室全長にわたってＬＥＤパネルを設置し、外の景色をリアルタイ

ムに投影することで、まるでオープンカーに乗っているような解放感を生み出すとともに、ＡＲ技術を用い

ることで、まさにパレードに加わっているかのような没入感のある映像体験をしていただきます。 

ここで、車内空間演出のイメージ映像がございますので、前方のスクリーンをご覧ください。 

 

映像放映（１分） 

 

以上のような取り組みを通じて、万博アクセスルートを安全に、そして、１つのパビリオンのように楽し

んでご利用いただけるように、私どもは皆さまを「お出迎え」をさせていただく、そういった気持ちで取り

組んでいます。 

多くの方に大阪・関西を訪れていただけることを心よりお待ちしています。 

 

 

 

 

 



４.  ONE PIECE×山陽新幹線プロジェクト“ONE PIECE 新幹線”  
 

続いて、「ONE PIECE」と山陽新幹線のプロジェクト、「ONE PIECE 新幹線」についてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幅広い世代の方に人気のあるアニメとのコラボレーションとなり、楽しみにしていただけるのではないか

と思います。 

このプロジェクトは、２０２５年春の運行開始を予定しており、８両編成の７００系新幹線の３編成を順

次投入いたしまして、山陽新幹線の新大阪～博多間で運行いたします。 

原作の尾田 栄一郎様の「ONE PIECE」の世界観が表現された車両の外装や内装のみならず、駅空間を活

用したコンテンツなど、様々な企画を展開してまいります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



来春に登場する第１編成の「せとうちブルー号」は、「せとうちへの旅」をテーマに、海をイメージしたブ

ルーのデザインに仕上げてまいります。主人公ルフィを中心にしたワンピースのキャラクターが新幹線に

集合し、皆さんと一緒に冒険の旅に出かけよう、そんなストーリーの「せとうちブルー号」となります。 

この ONE PIECE 新幹線が、万博の盛り上がりに一役買うとともに、万博来場を機に、西日本エリアに「プ

ラスワントリップ」としてご旅行いただくことを期待しています。 

 

 

5.  イノベーション＆チャレンジデイ 2024 開催 

最後に、イノベーション＆チャレンジデイ２０２４開催についてお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月５日から６日の 2 日間にかけて、ＪＲ西日本グループの総合展示会を実施いたします。 

本イベントでは、当社の目指す未来に向け、グループ各社がパートナーの皆様とチャレンジする新たな価

値をご紹介することで、ステークホルダーの皆様とのつながりをさらに広げ、深めてまいりたいと考えてお

ります。 

当社のあらたな決済サービスであるＷｅｓｍｏ！のブランディング全般でご支援いただいている山﨑 晴

太郎様や、スタートアップ支援の第一人者である麻生 要一様のご講演をはじめ、様々な体験プログラムな

どをご用意しております。 

どなた様にもご参加いただけますので、皆様のご来場を、心よりお待ちしております。 

 


